
経営承継の手順

　会社の資産には有形資産と無形資産があります。有形資産（機械･施設･農地や預金・借入金・株式等
有価証券など）は株式譲渡や定款変更等により一般的な手続はシンプルです。しかし，無形資産（経営
理念や会社の強みなどの目に見えない資産）は，技術や人脈など承継に時間がかかるものが多く，でき
るだけ早い時期から計画的に進める必要があります。早速，資産の承継について話し合いましょう。

　無形資産の承継 　有形資産の継承

・会社の特長の発掘 ・財産台帳の整理

・会社の特長の整理 ・自社の機械施設及び借用機械等の一覧の作成

・会社の方向性の検討 ・株式等の有価証券の譲渡時期及び内容の検討

　　　　　　　　　税理士等の専門家に相談

　　　経営承継計画作成

　　　経営承継計画実行



　まず会社の無形資産の承継準備を始めましょう

役員及び社員全員で話し合う

＜話し合いの手順＞

①自己紹介と他者紹介で話しやすい雰囲気作り

自己紹介のあとに次に自己紹介する人(長所等)の紹介をして和やかな雰囲気を作る。

②どのような業務があるか意見を出し合う(模造紙，付箋，筆記用具(サインペン等)を準備）

模造紙の一番上に業務名（育苗，田植え等）を付箋で貼り付ける。

  経済産業省ローカルベンチマーク「非財務(商流･業務フロー）シート＜製品製造、サービス提供における業務フローと差別化のポイント＞」を使用様式1

③業務毎に，その業務のいいところ，特長，こだわりについて意見を出し合う

　業務名の下に出てきた意見を付箋書いて貼り付ける（各自が意見を出しながら貼り付ける）

様式1
  経済産業省ローカルベンチマーク「非財務(商流･業務フロー）シート＜製品製造、サービス提供における業務フローと差別化のポイント＞」を使用



様式２

経済産業省ローカルベンチマーク「非財務(商流･業務フロー）シート＜商流把握＞を使用

④業務毎の責任者は誰か，
　業務の合格レベルは何か，
　必要なスキルは何か，
　どうしてそうなったのか，
　そうするためにどのような工夫をしているのか
　を話し合う

実現すべきレベル，
必要な能力，技術等
の明確化

⑤仕入れ先，協力先，得意先，エンドユーザーの名前を挙げて，
　それぞれを選定している理由，自社が選ばれている理由を話し合う

自社及び他社(者)の
選定理由の明確化



⑥会社の沿革とターニングポイント，強み，組織体制を確認する

⑦将来目標･課題を話し合う

⑧今後の方向性を話し合う　　→　　事業拡大，現状維持等

⑨事業拡大（現状維持）するために何が必要なのかを考える

経済産業省ローカルベンチマーク「４つの視点」を使用 様式３

経営承継計画の作成へ

やるべき事の明確化

目標及び課題の明確化

経営理念・ビジョン 市場動向・規模・シェアの把握

経営哲学・考え・方針等 競合他社との比較

顧客リピート率・新規開拓率

主な取引先企業の推移

顧客からのフィードバックの有無

経営意欲 従業員定着率

※成長志向・現状維持など 勤続年数・平均給与

後継者の有無 取引金融機関数・推移

後継者の育成状況 メインバンクとの関係

承継のタイミング・関係

企業及び事業沿革 組織体制

※ターニングポイントの把握 品質管理・情報管理体制

強み 事業計画・経営計画の有無

技術力・販売力等 従業員との共有状況

社内会議の実施状況

弱み 研究開発・商品開発の体制

技術力・販売力等 知的財産権の保有・活用状況

ITに関する投資、活用の状況 人材育成の取り組み状況

1時間当たり付加価値（生産性） 人材育成の仕組み

向上に向けた取り組み

　　　　　現状と目標のギャップ
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有形資産の承継準備を始めましょう

まず，有形資産の内容を明確にする。 様式４

役員個人の所有になっているものと会社や他社(者)の所有になっている物を分ける
↓

役員個人の所有になっているものについて，どのように扱うのかを検討する
↓

資産が明確になったら，どのように引き継いでいくのか検討する

税理士等の専門家に相談する

・後継者への譲渡時期及び譲渡内容を決める

経営承継計画の作成へ

財産管理台帳

会社 個人（氏名）

1 ア トラクター６０ｐｓ ○

2 ア 穀類乾燥機45石 ○

3 イ 事務所 ○

4 イ 水田(○○○番地) A

5 ウ 普通預金 ○

6 ウ 定期預金 ○

7 ウ 株式 A

8 ウ 株式 B

※区分は、（ア)車両及び運搬具、工具、器具及び備品、機械及び装置、（イ）不動産、（ウ）その他。

取得年月日 評価額 保管場所 備考
番
号

区分 施設・機械等の名称及び規格等
所有者

数量 取得価格



経営承継計画の作成 様式5

現在
R○年度

（令和○年○月期）

1年目
R　年度

2年目
R　年度

3年目
R　年度

4年目
R　年度

5年目
R　年度

6年目
R　年度

7年目
R　年度

8年目
R　年度

会
社

【定款】
現状、役員４名など制定

【機械不具合共有】
後継者チームで仕組構
築
【情報共有】
〇朝礼
・進捗状況の報告
・当日の予定共有（作業
内容＆誰が担当）
【管理担当者】
○○年○月に決定し、運
用。

【定款】役職変更
に伴い定款変更

A（７０才)
B（６７才)
C（６５才)
D（６４才）

代表取締役
又は取締役

代表取締役
又は取締役

代表取締役
又は取締役

代表取締役
又は取締役

相談役へ
（経営に関する相談役）

以降○○歳になっ
たら順次引退

【地権者】
地権者80～90戸程度

【地権者】
周知を行う（○○事業が終
わったら、という旨伝える）

【金融機関】
地権者の周知の後、金融機

関にも連絡

【地権者＆金融機関】

文書で伝える

経理＆会計などの総務
現有社員の引継ぎや採用な

ど様々な選択肢を検討したう

えで、長期予定で引き継ぐ

総務業務引継ぎ

A（４０％)
B（３０％)
C（２０％）
D（１０％）

A（４０％)
B（３０％)
C（２０％）
D（１０％）

A（４０％)
B（３０％)
C（２０％）
D（１０％）

A（４０％)
B（３０％)
C（２０％）
D（１０％）

E（４０才)
F（４２才)
G（３５才）

○○部長 事業承継

社内

経理＆会計などの総務
現有社員の引継ぎや採用な

ど様々な選択肢を検討したう

えで、長期予定で引き継ぐ

総務業務引継ぎ

社外 研修参加

継続的に参加
・宮城県
・農協
・古川農業試験場
・メーカー

・現状、売上○○○○○○千円（補助収入込）、利益○○○千円
・経費は、人件費○○○千円、作業委託費○○○千円、農地＆地代賃借費○○○千円（以上、以下の表に記載）
・その他、経費として、材料費○○○千円、設備や動力の関連費約○○○千円、特別損失約○○○千円などがある。

【注意】計画の実行にあたっては専門家と十分に協議した上で行ってください。

後
継
者

年齢

役職

後
継
者
教
育

持株（％）

補足

定款
・

株式
・

その他

現
経
営
者

氏名＆年齢

役職

関係者の
理解

後継者教育

株式・財産の分配

持株（％）

上段：
所有割合
下段：

実施施策

事
業
計
画

売上高（補助収入込）

人件費

作業委託費

農地＆地代賃借費

税引前利益

項目

基本方針

社名 後継者 ４名→3名へ引き継ぐ

【定款】

現状、役員○名と記載（いつ変更）

【規則・規程】

その他諸規則の制定をどうするか

【情報共有】

・

【管理者】

分担作業の担当者決定（いつ決定？）

いつ変更？

推移予測は？

・地権者への挨拶

・金融機関

所有割合はどのように推移？

活用する施策があれば（暦年贈

与、自己株式化など）

いつ変更？

所有割合はどのように推移？

改善しながら運用

改善しながら運用

相互の情報共有を図りながら運用

改定後の定款として運用

引継ぎ期間は長期の想定

継続的に外部研修に参加

引継ぎ期間は長期の想定


